(たとえば Abboud-Blanchard & Emprin, 2009 を参照)。だが、これは主要な理由 ではないように思う。教師の大半が TICE の活用に進んで向かうことをしないの は、研修不足のためではない。それ以外の、言語の教育-学習という行為そのも のに内在するがゆえに、より根本的で決定的な理由があるのだ。少なくともこれ が、本稿で敷衍したい仮説である。そのために、主として私自身の日本の大学で の外国語としてのフランス語(FLE : Français Langue Etrangère)教授経験に依拠 することになろう。網羅的ではないにせよ、TICE を活用しないことを正当化し うるいくつかの理由を手短に列挙する。結論として、言語教育における TICE 研 究を今とは異なるやり方で考えるためのいくらかの道筋を示すことになろう。 2. 技術上の理由 技術的な煩雑さが、TICE が用いられない第一の理由である。TICE を用いるた めには、選んだ機器の取り扱いをよく知っているだけでは十分ではなく、たとえ ばハードウェアや OS やインターネット接続と関連した複数の不測の事態を、涼 しい顔で即座に解決できなければならない。デジタル機器の不具合は正常な動作 のうちである。このことは、デジタル機器を使っていれば誰でも容易にわかる。 だが、教室での不具合となると話は別だ。それは不安の種となる。教師を動揺さ せ、授業運営上の能力を失わせ、彼を失敗の状況に置く。教師の日頃の実践は以 前の経験によって直接作り上げられる。その実践知は成功した行動から出てくる (とりわけ Schön, 1994 を参照)。それゆえ、デジタル設備への不信とそれらによっ て犯しうる失敗の危険性が、それらの使用を控えさせているのだと理解できる。 ある教師が、テクノロジーぎらいというわけでもなく、そればかりかデジタル機 器に入れあげていたとしても、理由があって TICE を用いないという選択に向か うことはありうるのだ。 3. 運営上の理由 技術上の理由と関連して、運営上の理由を語ることができる。これはたとえば、 教室の予約、ハードウェアのメンテナンス、あるいはまた、一回の講義の組み立 てなどに関わるものである。もちろん、管理と関連するこうした問題は、おのお のの教育機関の設備の程度と質とにじかに左右される。だが、いくつかの困難は 回帰的かつ不可避なものとして現れている。授業の前に、デジタル機器を用いよ うと望む教師は、たとえば、機器の動作を確認する、アップデートを実行する、 新しい OS をインストールする、等々の作業を行わねばならない。授業中、彼は 機器を立ち上げ、不具合が起こらないよう目を配らねばならない。授業の終わり には、ハードウェアを片付け、持ち運び、損傷がないかどうか確認する、等々が ときに求められる。こうしたことすべては時間とエネルギーを奪うが、それでも たらされる教育上の利益はかならずしも明らかではない( Daguet & Wallet, 2012)。状況がこのようなものであってみれば、教師たちがより簡便な道具を用 いることを好むのも理解できるというものだ。 4. 実利上の理由 教師たちの考えはなるほど理解できる、元から使用可能だったいくつかの道具、 いくつかの「旧い」テクノロジーが、十分な教育上の潜在能力を示しているのだ から。電子黒板の例がこの点で示唆的である。馬鹿にならない数の機能を提供し ているにもかかわらず、ほとんどの場合、電子黒板は、たんなるビデオプロジェ クターとしてしか用いられていない(Karsenti, ば、だから電子黒板は、以前から使えたいくつかのテクノロジーと比べて決定的 な寄与とはなっていない。同じ理屈から、コピー機はデジタル媒体と同等の潜在 能力を提供しているといえる。それは取り扱いの容易な「個別モニター」を作り 出すことができ、しかもこれは、掲示、保存、複製、再利用その他ができるのだ。 このように、いくつかの「旧い」テクノロジーは、より信頼に足り、より簡便で ありながら、新しいテクノロジーに劣らず有効でありうるのである。言語教育に おいて革新を行うため、生徒を能動的にさせ、話させ、相互に働きかけあうよう にさせるためには、かならずしも高度化したテクノロジーの助けを借りることが
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